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次の文章は、ミヒャエル・エンデによる小説『モモ』の一節である。これを読んで、後の

問いに答えなさい。 

ある日のこと、モモがこう言いだしました。 

「どうしてかな。あたしたちの古いお友だちが、だんだんこなくなったような気がす

る。もうずっと会っていない人もいるわ。」 

 観光ガイドのジジと、道路掃除夫ベッポが、廃墟
はいきょ

の草むした石段にモモとならんで腰

かけて、お日さまのしずむのをながめていました。 

 「そうなんだ、おれもおんなじだ。」ジジが考えこむようにして言いました。「おれの

話を聞くやつも、だんだんへっちまったよ。もう、いぜんみたいじゃなくなった。なに

かがおこったんだ。」 

 （中略） 

道路掃除夫ベッポは、モモの言ったことをしばらく考えていましたが、やがてゆっく

りとうなずくと、こう言いました。 

「そうだ、そのとおりだ。こっちにも近づいている。町じゃ、もうすっかりそうなっ

ちまった。ずっとまえから気がついてたんだがな。」 

「いったいなんのこと？」モモがききました。 

ベッポはしばらく考えてからこたえました。 

「いいことじゃないんだ。」 

そしてまたしばらく考えてから言いたしました。 

「冷えてくるぞ。」 

「なんだ、そんなこと！」と言って、ジジはなぐさめるようにモモの肩にうでをまわ

しました。「そのかわりここに遊びにくる子どもは、だんだんふえてるじゃないか。」 

「そうだよ、だからなんだ。」 

「それ、どういうこと？」モモがたずねました。 

ベッポは長いこと考えたすえに、ようやくこたえました。 

「子どもたちは、わしたちのためにここにくるんじゃない。ただ、かくれ場がほしい

だけなんだ。」 

三人とも、円形劇場のまんなかのまるい草原に目をやりました。そこではたくさんの

子どもたちが、きょうの午後に考えだしたばかりの新しいボール遊びをしていました。 

そのなかには、モモの古くからの友だちもいます。パオロと呼ばれているめがねの男
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の子、小さな妹のデデをつれているマリアという女の子、マッシーモという声のかん高

い、ふとっちょの男の子、それともうひとり、いつもすこしだらしのないかっこうをし

ているフランコという男の子、けれどそのほかにも、ほんの五、六日まえからくるよう

になった子どもたちもいますし、きょうの午後はじめてきた小さい男の子もいます。じ

っさい、ジジの言うとおりで、ここにくる子どもの数はふえる一方でした。 

ほんとうならモモはこのことを喜んでいいはずでした。ところが、この子たちのほと

んどは、まるっきり遊ぶということのできない子なのです。おもしろくもないといった

顔でたいくつそうにすわったまま、モモやその友だちをながめているばかりでした。と

きにはわざとじゃまをして、遊びをだいなしにしてしまうこともあります。けんかや仲

たがいも、いまではめずらしくなくなりました。ただ、そういうことがいつまでもつづ

いたわけではありません。モモがいることは、この子たちにもいい影響をおよぼしたか

らです。まもなく、じぶんからすてきな遊びを考えだして、むちゅうでみんなと遊ぶよ

うになりました。ところが、こういう新しい子どもが、ほとんど毎日のようにあらわれ

るのです。大都会のずっとおくの地区からさえやってきます。ですからそのたびに、ま

たおなじことがくりかえされます。だれでも知ってのとおり、遊びをじゃまする人がた

ったひとりいるだけで、なにもかもめちゃめちゃになることがありますからね。 

このほかにもまだ、モモによくわからないことがありました。ごくさいきんはじまっ

たばかりのことなのですが、子どもたちが、そんなものをつかってもほんとうの遊びは

できないような、いろいろなおもちゃをもってくることがおおくなったのです。たとえ

ば、リモコンで走らせることのできる戦車――でも、それいじょうのことにはまるで役

にたちません。あるいは、細長い棒の先でぐるぐる円をかいてとぶ宇宙ロケット――こ

れも、そのほかのことにはつかえません。あるいは、赤い目玉をチカチカひからせて歩

いたり頭をまわしたりする小さなロボット――これも、それだけのことです。 

もちろんこういうおもちゃはとても高価ですから、モモのこれまでの友だちはひと

つももっていませんでした――モモがもっていないことは言うまでもありません。と

りわけこまるのは、こういうものはこまかなところまでいたれりつくせりに完成され

ているため、子どもがじぶんで空想を働かせるよちがまったくないことです。ですから

子どもたちはなん時間もじっとすわったきり、ガタガタ、ギーギー、ブンブンとせわし

なく動きまわるおもちゃのとりこになって、それでいてほんとうはたいくつして、なが

めてばかりいます――けれど頭のほうはからっぽで、ちっとも働いていないのです。で

すからけっきょく子どもたちは、むかしながらの遊びにまたまいもどることになりま

す。これなら、二つか三つの木箱とか、やぶれたテーブルかけとか、モグラが盛りあげ

た土の山とか、ひとすくいの小石とかがあればじゅうぶんで、あとはなんなりと空想の

力でおぎなうことができるのです。 
 

（作者 ミヒャエル・エンデ 訳者 大島かおり 『モモ』による。問題作成の都合に

より一部省略。） 

 

問 下線部について、「遊ぶ」ことができないのはなぜか。また、「遊び」に必要なことは

何か。本文の内容をふまえ、具体例を挙げて、あなたの考えを３６０字以上４００字

以内で述べなさい。 
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